
（旧宮村国民学校地下教室）無 　 窮 　 洞
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【見学のお知らせ】

　

◆問合せ ・ 見学申込先

　無窮洞顕彰保存会

　　TEL（０９５６）５９－２００３

　宮地区公民館

　　TEL（０９５６）５９－２６７６

　年末、年始以外の午前９時から午後５時まで

見学できます。
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　  無窮洞は、当時の宮村国民学校裏手に掘削されました。  凝 灰 岩 を く り

ぬ い た主洞は幅５ ｍ 、 奥 行 き １ ９ ｍ の 大 き さ が あ り 、  教 壇 を 備 えています。

副 洞 は 幅 ３ ｍ 、  奥 行 き １ ５ ｍ の 大 き さ が あ り 、  ほ か に 書 類 室や台所、 便

所、 避難道（非常階段）なども造られています。  空襲の時に全校生徒約６００

人が避難しましたが、酸欠状態になったために、農家から「唐み」（農具の一種）を

借 り だ し 、 入 り 口 か ら 空 気 を 送 っ た と い う エ ピ ソ ー ド も あ り ま す 。  平 成

１ ４ 年 （ ２ ０ ０ ２ ） の 市制百周年を記念して整備し、 公開しています 。

む きゅうどう こくみん

はば おく ゆしゅどう

ふくどう

じょ つくひ  なんどう

し せいひゃくしゅうねん せい び

ひ じょうかいだん

か

くうしゅう せい と  やく

ひ なん さんけつじょうたい とう いっしゅ

しょるい べん

へいせい

そなきょうだん

うら て くっさく ぎょうかいがん

台所に設けられた「かまど」
もう

主洞正面の「教壇」
しゅ 　どう

無窮洞入口
む  きゅうどう

無窮洞 平面図かまど食糧庫

書類室

教壇

水飲場

敢闘門

嘗胆門

便所（現在は見学できません）

副洞

主洞

避難道（らせん階段）

(m)100

　 無窮洞は第２次世界大戦中に、 旧宮村国民学校 （現市立宮小学校） の防

空 壕 と し て 掘 ら れ ま し た。 当時の校長の発案で昭和１ ８ 年 （ １ ９ ４ ３ ） か

ら 昭 和 ２ ０ 年 （ １ ９ ４ ５ ） ８ 月 １ ５ 日の終戦の日 ま で 堀 り 続けられました。

掘ったのは、 先生に指導された高等部 （ 現 在の中学） の 生 徒 た ち で し た 。

男 子 が ツ ル ハ シ な ど で 掘 り 、 女子が整形を、 下 級 生 が 運 び 出 し を 担 当 し ま

し た。 「 無 窮 」  と は 極 ま り が な く 無 限 という意 味 で す。 正 面 の 岩 壁 に 刻 ま

れた銘は、当時の校長により書かれたものです。


